
行
政
相
談
委
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

行
政
相
談
委
員
の
小
澤
功い
さ
お

さ
ん

（
大
洲
）
が
、
長
年
に
わ
た
る
行
政

相
談
委
員
業
務
に
お
い
て
の
業
績

を
評
価
さ
れ
、
総
務
省
四
国
行
政

評
価
支
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
澤
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
の
10

年
間
の
仕
事
を
た
た
え
て
い
た
だ

き
、
素
直
に
う
れ
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
住
民
の
要
望
を
市
や

県
お
よ
び
国
に
届
け
、
住
民
と
行

政
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
、
喜
び
と
今

後
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

村　上　和
かず

　男
お

さん
（大　洲）
元大洲市消防団
副団長

瑞
宝
単
光
章

春
の
叙
勲

　村上さんは、長年にわたり消防業務に
尽力されたご功績により、このたび「瑞
宝単光章」を受章されました。

沼　田　利
とし

　一
かず

さん
（恋　木）
元 2等陸尉

瑞
宝
双
光
章

第
26
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　沼田さんは、長年にわたり防衛業務に

尽力されたご功績により、このたび「瑞
宝双光章」を受章されました。

二　宮　利
とし

　夫
お

さん
（菅田町菅田）
元大洲地区広域消防
事務組合消防司令長

瑞
宝
単
光
章

　二宮さんは、長年にわたり消防業務に
尽力されたご功績により、このたび「瑞
宝単光章」を受章されました。
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大
洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
会
・
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

～
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り
～

　

大
洲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
平

成
28
年
度
総
会
が
５
月
10
日
㈫
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
安
藤
光み
つ

郎ろ
う

会
長
は
、

「
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
実
践
し

て
い
る
活
動
こ
そ
が
、
災
害
時
な
ど
に

生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
」
と
、
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
現
職
で
17
年
以
上
の
在
任

期
間
が
あ
る
委
員
へ
、
全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
通
算
６
年
以

上
在
職
で
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
貢
献
が
あ
っ
た
委
員
へ
、
表
彰
状
と

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
臨
床
心
理
士
の

徳
田
美み

保ほ

先
生
に
よ
る
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
活
動
に

役
立
て
よ
う
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰
受
賞
者
】（
敬
称
略
）

▽
北き
た

林ば
や
し　

俊と
し
の
ぶ宣　
　
　
（
肱
北
地
区
）

【
市
長
表
彰
受
賞
者
】（
敬
称
略
）

▽
渡
邉　

千ち

え

こ
惠
子　
　
（
肱
南
地
区
）

▽
佐
々
木　

亜あ

き

こ
紀
子
（
平
野
地
区
）

▽
柴し
ば

﨑さ
き　

桂け
い

子こ　
　
　
（
南
久
米
地
区
）

▽
東ひ
が
し　
　

千ち

尋ひ
ろ　
　
　
（
菅
田
地
区
）

▽
冨
永　

喜き

み

こ
美
子　
　
（
大
川
地
区
）

▽
大
下　

瑠る

み美　
　
　
（
大
川
地
区
）

▽
中
田　

謙よ
し
と
し甫　
　
　
（
長
浜
地
区
）

▽
髙た
か

屋や　

君き
み
ひ
ろ廣　
　
　
（
長
浜
地
区
）

▽
熊
本　

キ
ミ
ノ　
　
（
長
浜
地
区
）

▽
土
居　

敏さ
と
し　
　
　
　
（
河
辺
地
区
）

みきゃんも参加　第24回「 5
ゴ

3
ミ

0
ゼロ

運動」
　 6月 5日㈰、大洲の環境をよくする連絡協議会（三
好康

やす

子
こ

会長）主催による「 5 3 0 運動」が行われ、
参加者約550人が、各地域からごみを拾いながら歩
いて喜多小学校に集合しました。
　この日は、みきゃんも応援に駆け付け、参加した
子どもたちにティッシュや軍手を配布して、来年開
催されるえひめ国体のＰＲを行いました。
　喜多小学校では、大洲市連合婦人会をはじめとす
る各種団体が用意した昼食を食べながら、大洲農業
高等学校吹奏楽部による演奏やよさこい演舞を楽し
みました。
　ごみを拾うことで、ごみの分別と削減について考
えるよい機会となりました。

　24年ぶり「御
お

田
た

植
うえ

の儀」
　 5月14日㈯、愛媛たいき農業協同組合主催により
「新

にいなめさい

嘗祭献
けんこく

穀粟
あわ

播
は

種
しゅ

祭
さい

・御田植祭」が蔵川地区で行
われました。宮

きゅう

中
ちゅう

の祭
さい

祀
し

である新嘗祭に新米などを
献上する「献穀」は、大洲市からは平成 4年以来と
なり、今回、アワは冨永吉

よし

長
なが

さん、コメは寺尾庄
しょう

一
いち

さんがそれぞれ献穀者に選ばれました。
　御田植祭では、関係者約60人に見守られるなか、
早乙女役の大洲農業高等学校生徒 7人が、丁寧に苗
を手植えしていました。
　収穫されたアワとコメは、10月下旬に宮内庁に献
納される予定となっています。

肱北地区　北林　俊宣さん

河辺地区　土居　　敏さん
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マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー　

全
国
へ

臥
龍
山
荘　

重
文
指
定
へ

　大洲産乾
ほし

シイタケ　圧巻の三冠
　 5月11日㈬、県産乾シイタケの品質を競う「第58回愛媛県しいたけ共進会審査会」が開催され、「特選物」「箱
物」「ほだ木育成」の 3部門において、それぞれ大洲市の 3人が最高位の農林水産大臣賞に輝きました。
　毎年開催される審査会では、大洲市の生産者が上位入賞の常連となっています。今回の農林水産大臣賞を
受賞された 3人は、みなさんが豊茂地区で乾シイタケを生産しています。このたびの受賞で、あらためて大
洲産乾シイタケの品質の良さが証明され、今後の知名度とブランド力の一層の向上が期待されます。

　

５
月
20
日
㈮
、臥
龍
山
荘
の
３
棟（
臥

龍
院
、
不
老
庵
、
文
庫
）
を
国
の
重
要

文
化
財
へ
指
定
す
る
よ
う
、
国
の
文
化

審
議
会
か
ら
文
部
科
学
相
へ
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

　

指
定
理
由
に
つ
い
て
「
全
体
構
成
か

ら
細
部
に
至
る
ま
で
独
創
的
な
数す

奇き

屋や

建
築
と
し
て
、
高
い
価
値
を
有
し
て
い

る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
指
定
を
受
け
る
と
、
市
内
に

あ
る
国
の
重
要
文
化
財
は
、
平
成
26
年

の
長
浜
大
橋
に
続
き
、
７
件
目
と
な
り

ま
す
。

　

４
月
17
日
㈰
に
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
、
第
47
回
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
兼
第
46
回
四
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会
で
、
見
事
優
勝

を
果
た
し
た
と
み
す
ク
ラ
ブ
が
５
月
25

日
㈬
、市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

と
み
す
ク
ラ
ブ
は
、
８
月
４
日
㈭
〜
７

日
㈰
に
福
島
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

　

楠
野
み
ど
り
主
将
は
「
私
自
身
30
年

以
上
バ
レ
ー
を
続
け
て
き
て
、
初
の
全

国
大
会
出
場
と
な
っ
た
。
今
年
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
。
全
国
で
は
ま
ず
一

勝
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

【特選物】 農林水産大臣賞

大成　豈
やす

功
のり

さん（豊茂）

　「50年以上生産に携わってきて、
今回の受賞は励みになる。今後も
良いものを作る努力を続けたい」

【ほだ木育成】農林水産大臣賞

増田　敏
としかず

和さん（白滝）

　「先代の努力のおかげで受賞で
きた。伝統を途切れさせないよう、
これからも頑張りたい」

【箱物】 農林水産大臣賞

宇都宮俊
としひで

英さん（豊茂）

　「 2年連続の受賞は、妻と娘の
協力があってこそ。体が動く限り
は頑張りたい」
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文化財
日
ひ え

枝神社のチシャノキ
大洲市指定天然記念物
日枝神社所有

　菅田町宇津（成見地区）の日枝神社社
しゃ

殿
でん

裏に
自生する本樹は、樹高約17ｍ、幹

みき

周
まわり

約2.3ｍになり、
市内のチシャノキでは最大級の大きさを誇りま
す。樹齢は約200年と推定されています。
　「チシャノキ」という和名は、若葉が萵

ち し ゃ

苣（レ
タスの仲間の総称）の味に似ていることから名
付けられました。庭木など鑑賞木として植えら
れることが多いほか、材は丈夫なため天

てんびんぼう

秤棒と
しても利用されました。
　本樹は日枝神社社

しゃそう

叢の木々のひとつで、この
社叢内には、同じく市指定天然記念物の「日枝
神社のムクエノキ」が自生します。また、タブ
ノキやイチョウの大木が育ち、まさに鎮守の森
をかたちづくっています。

（昭和53年 1 月26日指定）

野　鳥

バン（鷭）
ツル目　クイナ科
全長32㎝

　水田や川岸で生息するクイナの仲間です。黒
っぽい体で、恋の季節には額

がく

板
ばん

（くちばしの上
にある突起）が黄色から鮮やかな赤に変わりま
す。レンコン畑でお尻をヒクヒクしながら歩く
姿を見かけるのもこのころです。
　水草の上に作られた巣は外敵が近づきにくく、
生まれてすぐのひなが走り回れ、たくましく育
っていくための知恵です。昔は「護

う

田
す

鳥
べ

」と呼
ばれ、田んぼの番人のような鳥という意味で「バ
ン」と付いたそうです。
　平地だけに住むように思われがちですが、山
間部の水田にも現われます。農業従事者の高齢
化や新規就農者の減少などにより、耕作放棄地
が増えると、多くの水田に生息している生き物
が姿を消すことになります。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

集
中
豪
雨
な
ど
へ
の
備
え

　

集
中
豪
雨
な
ど
の
際
に
は
、
普
段
の

備
え
や
気
象
情
報
・
防
災
情
報
を
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
早
め
の
準
備

と
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

普
段
の
備
え

情
報
の
収
集

特
別
警
報
が
出
た
場
合

▽�防災行政無線、テレビ、
ラジオ、メール、イン
ターネットなどで情報
を収集する。

▽��非常用品（飲料水、乾
パン、懐中電灯、ラジオ、
医薬品など）を準備し
ておく。

▽�ハザードマップなどで、
危険箇所を知っておく。
▽�避難場所や避難ルート
を確かめておく。

▽�自治体の避難情報に注意し
て、避難を開始する。

▽�特別警報が出たら、ただちに命
を守る行動をとる。
▽�避難場所へ避難するか、外出す
ることが危険な場合は家の中で
安全な場所にとどまる。

早
め
の
行
動

▽�警報や避難情報が発表され
ていなくても、早めの行動
を心がける。

避
難
情
報
が
出
た
場
合
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【シャトルバス運行経路】

ＪＲ伊予大洲駅 運動公園まちの駅あさもや

市役所立体駐車場
をご利用ください。

第70回 国民体育大会
紀の国わかやま国体の様子

7 月30日㈯・31日㈰　ソフトテニス競技リハーサル大会を開催

　愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体の開催を来年に控え、いよいよ大洲市でリハーサル大会が始まり
ます。先陣を切って行われるソフトテニス競技についてお知らせします。
　全国予選を勝ち抜いた実業団の精鋭チームに、ぜひ会場で熱い応援をお願いします。

【大　会　名】　全日本実業団ソフトテニス選手権大会（女子第60回）
【開　催　日】　 7月30日㈯～31日㈰
【会　　場】　八幡浜・大洲地区運動公園　テニスコート
【出　場　者】　全国の実業団女子17チーム（予定）
【大会日程】

7 月30日   7 月31日
〔予選リーグ戦〕� � � 〔決勝トーナメント戦〕

午前 ９時～　　　開場�� 午前 8時～　　　開場
　　10時30分～　第 1試合� 　　 ９時～　　　準々決勝戦
正　午～　　　　第 2試合� 　　10時30分～　準決勝戦
午後 1時30分～　第 3試合� 正　午～　　　　決勝戦
� � � � 終了20分後　　　表彰式・閉会式
※出場チーム数・天候などにより変更される場合があります。

国体情報の確認はこちらから→　■大洲市実行委員会HPアドレス　http://www.ehimekokutai-ozu.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　■愛媛県実行委員会HPアドレス　http://www.ehimekokutai2017.jp/

～開催にあたってのお知らせとお願い～

　大会当日は、会場となる運動公園周辺の交通混雑を解消するため、シャトルバスを運行します。
　市役所立体駐車場を開放しますので、こちらと併せてご利用いただき、混雑解消にご協力ください。

【問い合わせ先】えひめ国体推進課　☎57－９９９5

売店やふるまい
料理のサービス
もあるよ
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★

★
　七夕の飾りが風に揺れてうれしそうです。うかい
も始まり、大洲の夏も本格的になっています。
　現在、うかいは全国12カ所で行われていて、なん
と来年度には「第22回全国鵜

う

飼
かい

サミット大洲大会」
が開催される予定です。大洲のうかいがさらに注目
されることでしょう。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　「えひめいやしの南予博2016」のいやし体験プログ
ラムにもなっている、稲積のショウブ園。タイトル
は何でしょうか。

①　稲積癒やしの花祭り
②　稲積ええとこ一度はおいで
③　稲積の棚田ショウブ花まつり

回答…①
解説…稲積のショウブ園は、棚田に花が植えてあり、
昔ながらの里山の風
景を楽しむ事もでき
るスポットです。
　イベントシーズン
にはアジサイも咲い
ていて、訪れる人を
楽しませています。

【今月のクイズ】
　「日本三大鵜飼」の一つといわれる大洲のうか
いは、鵜

う

船
ぶね

と屋形船が手が届くほど近い距離で
川を下るという、国内唯一の手法で楽しむ事が
できます。その手法は
何というでしょう。

　①　並走うかい
　②　合わせうかい
　③　川下りうかい

※�今月のクイズの答えは、広報大洲8月号に掲載します。

女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
し
て

～
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
認
証
20
周
年
記
念
式
典
～

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
認
証
20

周
年
記
念
式
典
が
５
月
21
日
㈯
、
リ
ジ

ェ
ー
ル
大
洲
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
１
２
０
人
が
出
席
し
た
式
典

に
は
、
来
賓
を
は
じ
め
県
内
で
活
動
し

て
い
る
姉
妹
ク
ラ
ブ
会
員
や
、
中
国
・

四
国
地
方
の
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
役
員
も

出
席
し
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
向
井
順じ
ゅ
ん

会
長
は
、「
平

成
８
年
３
月
の
発
足
か
ら
20
年
間
、
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
使
命
で
あ
る
『
女
性

と
女
児
の
生
活
向
上
』
に
基
づ
き
活
動

し
て
き
た
。
今
後
も
、
使
命
に
沿
っ
た

地
道
な
活
動
を
続
け
て
、
先
輩
か
ら
引

き
継
い
だ
精
神
を
会
員
全
員
で
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
事
業
の
報
告
、
寄
付

金
と
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
か
ら
多
数
の
団
体
に

寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
開
か
れ
た
祝
宴
で
は
、
大

洲
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
「
大
洲
市

民
の
歌
」
や
「
お
は
な
は
ん
」
な
ど
３

曲
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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シリーズ
おおずの女性 ～輝いて今～


